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厳
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体
制
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4
時
間
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猛
雨
〃
町
を
襲
う
潮

七
月
二
十
日
、
二
十
一
日
未
明
に
か
け
て
降
っ
た
集
中
豪

雨
は
、
私
た
ち
の
予
想
を
は
る
か
に
越
え
た
も
の
で
し
た
。

特
に
二
十
日
に
は
同
時
刻
に
数
か
所
か
ら
災
害
が
発
生
、

消
防
団
を
は
じ
め
、
そ
の
対
応
に
奔
走
し
ま
し
た
。

大
雨
洪
水
警
報
が
発
生
し
、
解
除
と
な
る
ま
で
の
二
十
四

時
間
を
ふ
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

‾　▲山崩れした箇所（町道久遠洲河崎線）

七
月
二
十
日
、
午
後
八
時
過
ぎ

雨
が
本
格
的
に
降
り
出
し
て
き
た
。

そ
の
雨
足
は
、
段
々
と
激
し
さ

を
増
し
、
一
向
に
止
む
気
配
は
な

雨
の
激
し
さ
を
察
知
し
、
警
報

発
令
を
見
込
み
、
役
場
職
員
数
人

が
待
機
体
制
に
入
っ
て
い
た
。

午
後
九
時
過
ぎ
、
バ
ケ
ツ
を
う

つ
し
た
よ
う
を
雨
が
地
面
を
た
た

き
つ
け
た
。

梅
雨
前
線
が
山
陰
方
面
に
停
滞

し
活
発
な
活
動
を
続
け
、
一
部
地

域
で
は
集
中
的
に
降
雨
が
あ
る
の

で
注
意
す
る
よ
う
に
と
気
象
情
報
。

（
午
後
九
時
三
十
分
現
在
）

県
西
部
に

大
雨
・
洪
水
警
報
発
令

午
後
九
時
五
十
五
分
、
県
か
ら

気
象
台
発
表
の
大
雨
・
洪
水
警
報

が
鳥
取
県
西
部
に
発
令
さ
れ
た
と

の
無
線
が
入
っ
た
。

待
機
し
て
い
た
職
員
で
協
議
の

結
果
、
全
町
に
防
災
無
線
を
通
じ

て
警
報
が
発
令
に
な
っ
た
こ
と
と

厳
重
を
警
戒
を
呼
び
か
け
た
の
は

午
後
十
時
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
た
だ
ち
に
役
場
に
集

合
す
る
よ
う
防
災
無
線
を
通
じ
て

消
防
用
員
に
連
絡
し
た
。

午
後
十
時
十
分
過
ぎ
、
小
江
尾

の
仲
嶋
勝
利
さ
ん
宅
が
床
下
浸
水

し

し
て
い
る
の
で
町
消
防
団
の
応
援

要
請
と
の
連
絡
が
あ
り
、
消
防
用

員
は
土
の
う
を
持
参
し
、
現
場
に

向
か
っ
た
′

午
後
十
時
三
十
分
ご
ろ
、
武
庫

の
宇
田
川
和
範
さ
ん
宅
か
ら
宅
地

前
方
が
崩
れ
、
水
路
を
ふ
さ
ぎ
、

そ
の
水
が
水
田
に
入
っ
て
い
る
と

の
連
絡
が
あ
っ
た
。

同
時
刻
、
貝
田
の
森
田
瑚
戟
さ

ん
宅
が
家
屋
の
裏
側
水
路
が
つ
ま

り
、
水
が
家
に
流
れ
込
み
、
床
下

浸
水
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
武
庫
の
現
場
へ
は
建
設

課
長
ほ
か
数
人
が
急
行
。
役
場
と

連
絡
を
取
り
を
が
ら
対
応
し
た
。

同
時
に
二
か
所
の
災
害
発
生
に

消
防
団
は
人
員
を
分
散
し
、
土
の

う
の
確
保
な
ど
に
迅
速
対
応
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
急
行
し
た
。

そ
の
間
、
役
場
で
は
各
課
長
な

ど
が
集
ま
っ
た
。

午
後
十
時
五
十
分
、
本
町
一
丁



目
の
遣
下
馨
さ
ん
宅
の
裏
山
が
崩

れ
た
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
副
団
長
、
第
▲
分
川
長

が
現
場
に
急
行
す
る
と
と
も
に
役

場
か
ら
江
府
消
防
署
に
応
援
要
請

の
連
絡
を
し
た
。

町
消
防
団

数
か
所
で

懸
命
な
災
害
活
動

こ
の
時
点
で
は
、
町
消
防
団
は

小
江
尾
、
武
庫
、
‖
ハ
川
に
手
分
け

し
て
、
懸
命
を
災
害
対
応
に
尺
、
力

し
て
い
た
。
そ
の
間
、
無
情
を
雨

は
止
む
こ
と
を
忘
れ
た
か
の
よ
う

に
激
し
く
降
り
続
け
て
い
た
。

午
後
十
一
時
三
十
分
、
仲
嶋
さ

ん
宅
か
ら
床
下
浸
水
は
お
さ
ま
っ

た
と
の
連
絡
が
入
っ
た
。

‥
方
、
遺
下
さ
ん
宅
の
山
崩
れ

箇
所
で
は
流
水
防
止
の
た
め
、
土

の
う
を
積
ん
だ
。

ま
た
、
本
町
一
丁
目
か
ら
凹
L
l

団
長
に
相
談
が
あ
り
、
町
長
、
助

役
、
団
長
と
協
議
の
結
果
、
遺
下

さ
ん
は
本
町
一
十
日
集
会
所
に
被

難
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
（
午
前

〇
時
十
分
）

午
前
〇
時
三
十
五
分
、
洲
河
崎

の
影
山
頼
美
さ
ん
か
ら
町
道
久
連

洲
河
崎
線
で
山
崩
れ
が
発
生
し
、

附
近
の
二
戸
の
安
否
を
確
認
し
て

ほ
し
い
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
′

た
だ
ち
に
、
．
二
H
に
連
絡
を
取

り
、
建
設
課
長
と
数
人
の
職
員
が

現
地
に
急
行
　
■
言
㌦
㍗
〃
に
直
接

会
い
、
安
否
を
確
認
し
　
い
分
に
江

意
す
る
よ
う
に
促
し
た

午
前
一
時
ご
ろ
、
や
っ
と
雨
は

小
康
状
態
と
な
り
、
広
域
消
防
か

ら
消
防
団
は
現
地
を
引
き
上
げ
る

よ
う
に
指
示
が
あ
り
、
消
防
団
員

全
員
、
役
場
に
集
合
し
た
。

び
し
ょ
ぬ
れ
、
泥
だ
ら
け
の
消

防
団
員
。
深
夜
で
も
あ
り
、
そ
の

疲
労
は
隠
せ
な
い
。

第
二
分
団
姓
長
以
上
六
人
と
役

場
の
首
脳
が
待
機
す
る
こ
と
に
な

り
、
あ
と
の
メ
ン
バ
ー
は
自
宅
待

機
と
な
っ
た
。

県
下
最
高

総
雨
量
一
七
丁
、
ヘ
リ

（
午
前
二
時
現
在
）

午
前
二
時
、
鳥
取
地
方
気
象
台

の
発
表
で
は
降
り
始
め
か
ら
の
雨

崖
は
江
尾
で
一
七
∵
、
、
り
と
県
卜

で
最
高
と
な
り
、
し
か
も
、
日
野

川
は
満
目
で
警
戒
水
位
を
超
え
た
し

待
機
の
メ
ン
バ
ー
は
、
は
と
ん

ど
眠
る
こ
と
な
く
、
厳
戒
体
制
を

敷
い
て
い
た

午
前
三
時
五
十
分
、
人
雨
洪
水

警
段
は
解
除
、
大
雨
・
雷
∵
洪
水

注
意
報
に
切
持
㌦
た

し
カ
し
、
ほ
っ
と
　
息
つ
く
か

つ
か
な
い
か
の
う
ち
に
、
午
前
四

時
三
十
五
分
、
再
び
警
被
が
発
令

全
国
か
ら

救
援
・
安
否
の

電
話
殺
到

午
前
六
時
、
災
害
報
告
を
区
長

を
通
じ
て
行
う
こ
と
を
全
世
帯
に

緊
急
放
送
し
た
し
　
そ
の
放
送
を
聞

い
て
、
続
々
と
被
害
の
連
絡
か
入

っ
て
き
た
し

ま
た
、
全
国
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ
ー

ス
で
江
府
町
が
大
き
な
被
害
を
受

け
て
い
る
と
の
報
道
に
接
し
た
全

国
各
地
の
万
か
ら
電
話
が
殺
到
。

も
っ
と
も
早
く
あ
っ
た
の
が
、

神
戸
市
魚
崎
町
か
ら
だ
っ
た
。

被
害
状
況
の
把
握
か
ら
あ
ら
ゆ

る
対
応
ま
で
役
場
は
ご
っ
た
が
え

し
た
。
午
前
十
時
す
ぎ
、
江
府
中
学
校

の
国
道
側
の
山
が
土
砂
崩
れ
、
回

遣
い
八
一
号
線
を
ふ
さ
ぎ
、
通
行

止
め
に
な
る
な
ど
数
か
所
の
町
道

▲山崩れで土砂が流れ込んだ家屋、片付けをする皆さん（江尾）

で
通
行
規
制
が
と
ら
れ
た
〔

防
災
無
線
で
は
、
気
象
台
か
ら

の
最
新
気
象
情
報
を
そ
の
都
度
、

放
送
し
た
し
午
後
．
時
二
十
分
の

気
象
情
報
で
は
、
夕
方
か
ら
再
び

激
し
い
雨
が
降
る
見
込
み
で
あ
る

と
の
こ
と
し
　
ま
だ
ま
だ
、
厳
重
を

警
戒
が
必
要
だ
。

午
後
五
時
十
五
分
、
国
道
は
片

側
通
行
可
能
と
な
り
、
雨
も
あ
ま

り
降
ら
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
を
状
況
に

な
る
と
も
限
ら
ず
、
再
び
数
人
で

待
機
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

午
後
八
時
十
分
、
警
報
は
解
除
。

約
二
巨
四
時
間
の
警
戒
体
制
は
ひ

と
山
を
越
え
た
。

一
度
に
数
か
所
か
ら
の
災
害
発

生
の
場
合
、
臼
ら
町
消
防
団
だ
け

の
対
応
で
は
限
界
が
あ
る
の
は
当

然
。
各
部
落
の
自
衛
消
防
隊
の
円

滑
を
対
応
こ
そ
急
務
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
し

3



世界各国の水がずらり展示「ヨーデル寵」オープン

▲ヨーデル館の周辺もきれいに整備されました

七
日
十
五
口
、
水
工
場
の
隣
り

に
奥
大
山
の
水
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ヨ

ー
デ
ル
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。こ
の
ヨ
ー
デ
ル
館
に
は
、
世
界

各
国
の
代
表
的
を
水
を
展
示
す
る

と
と
も
に
、
奥
大
山
の
水
で
つ
く

っ
た
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲
む
こ
と

の
で
き
る
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
も
完
備

し
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

〝
貴
ノ
花
開
、
景
子
さ
ん

め
で
と
う
〓

し
ゅ
う
と
め
会
運
動
会

▲見事な貴ノ花関と景子さんが誕生しました（総合体育館）

七
月
十
四
日
、
総
合
体

育
館
で
姑
会
の
運
動
会
が

行
わ
れ
、
四
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
十
種
目
の
競
技
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
な
か

で
も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
種
目

は
、
貴
ノ
花
関
、
景
子
㌔

）

の
結
婚
を
祝
し
各
チ
ー
ム
の

モ
デ
ル
さ
ん
に
い
か
に
速
く

上
手
に
着
付
け
で
き
る
か
を

競
う
も
の
で
、
あ
っ
と
い
う

間
に
ベ
ス
ト
カ
ッ
プ
ル
が
誕

生
。
大
き
な
声
援
が
飛
び
交

っ
て
い
ま
し
た
。

し

ハッスルプレーに会場わく　－第43回職域バレポール大会－

7月8日、総合体育館で、恒例の職域バレーボール大会が町内

12チームが参加し、2グループに分かれて、楽しくわきあいあ

A尚日日重機

いと行われました。結果は次のとおりです。

江府技研
（
A
グ
ル
ー
プ
）肝

（
B
グ
ル
ー
プ
）

4

痛罷
小
学
校
連

岡
E
重
機
A

H
二
糧
貨
物
藤
原
建
築

役
場
A

川
端
約
・
日
野
建
協

役
場
B

シ
ビ
ル
マ
ス
タ
ー
、
ス

江
府
技
研

江
府
消
防
署

商
工
会

役
場
C

岡
田
重
機
B

各チームの技がぶつかり合う



俣野小・明倫小に
テント寄贈

七
月
三
日
、
十
日
、
神
奈
川

財
産
区
管
理
委
員
会
　
（
佐
々
木

正
会
長
）
　
は
、
明
倫
小
学
校
と

俣
野
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
テ
ン

ト
一
張
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

十
日
は
俣
野
小
学
校
で
贈
口
三

式
が
あ
り
、
佐
々
木
会
長
か
ら

遺
下
教
頭
に
目
録
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

テ
ン
ト
に
は
、
「
縁
の
大
地
は

宝
物
」
　
と
書
か
れ
て
お
り
、
い

つ
ま
で
も
、
豊
か
を
自
然
を
大

切
に
し
て
は
し
い
と
の
願
い
が

込
め
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

▲日諒を読み上げる佐々木会長（俣野小）

交
通
事
故
大
根
ぜ
つ
作
戦

〃
大
根
配
り

交
通
安
全
訴
え
る
〟

－
街
頭
指
導
－

▲「安全運転でお願いします」と呼びかけ
る皆さん

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

が
ヒ
目
十
四
日
か
ら
二
十
三

円
ま
で
の
仁
か
間
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
期
間
中
の
二
ト
∴
日
、

相
原
入
口
で
、
溝
口
警
察
署

の
協
力
の
も
と
、
交
通
安
全

を
訴
え
て
、
街
頭
指
導
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
福
旧
町
長
を
は

じ
め
交
通
安
全
母
の
会
の
皆

さ
ん
も
参
加
。
ド
ラ
イ
バ
ー

一
人
ひ
と
り
に
、
地
元
の

特
産
物
、
大
根
を
配
り
ま

し
た
。「
事
故
は
ち
ょ
っ
と
し

た
心
の
す
き
問
に
忍
び
寄

っ
て
く
る
も
の
で
す
。
そ

の
油
断
を
根
元
か
ら
と
っ

て
く
だ
さ
い
」
　
と
大
根
の

配
る
意
味
を
訴
え
を
が
ら
、

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

『已
▲いよいよ、これから江府町消防団の操法です（県消防学校）

一第一分団一

江府町消防団県大会に出場
ポンプ車の部惜しくも3位

小型ポンプの部6位

七
円
十
六
日
、
鳥
取
県
消
防
ポ

ン
プ
操
法
大
会
が
県
消
防
学
校
（
米

子
市
）
　
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

丙
都
大
会
の
時
と
は
違
い
、
ま

ぶ
し
い
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け

る
を
か
、
各
部
門
に
出
場
す
る
要

員
は
今
ま
で
の
訓
練
の
成
果
を
す

べ
て
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

江
府
町
消
防
団
は
、
ポ
ン
プ
車
の

部
で
は
第
三
位
、
小
型
ポ
ン
プ
の

部
で
は
第
六
位
と
優
勝
は
の
が
し

た
も
の
の
、
精
一
杯
や
り
切
っ
た

要
員
の
表
情
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。
引



民
生
児
童
委
員
と
し
て

仲
嶋
直
道
㌔
・
手
島
恵
美
子
㌔

厚
生
大
臣
賞
に
輝
く手島恵美子㌔　　　　　仲嶋裏道㌔

永
年
、
民
生
児
童
委
員
と

し
て
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
ご
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た

仲
嶋
眞
遺
さ
ん
と
手
島
恵
美

子
さ
ん
の
お
ふ
た
り
が
こ
の

た
び
、
厚
生
大
臣
賞
を
授
賞

さ
れ
ま
し
た
。

授
賞
式
は
、
七
月
二
十
四

日
、
鳥
取
県
庁
で
行
わ
れ
、

そ
の
あ
と
、
授
賞
報
告
に
役

場
に
。
「
こ
れ
か
ら
も
、
微

力
な
が
ら
、
地
域
発
展
の
た

め
に
働
い
て
ま
い
り
ま
す
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

▲花吹雪の競技に一生懸命の柿原のみなさん

七
月
九
日
、
相
原
で
初

め
て
の
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
集
落
一
同

が
集
ま
る
広
場
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
上
植
原

て

の
活
性
化
施
設
に
隣
接
す

る
所
に
広
場
が
で
き
た
の

を
契
機
に
始
ま
っ
た
も
の
。

柿
原
の
皆
さ
ん
は
花
吹

雪
な
ど
の
競
技
に
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

韓国の研修生、水工場と農産物加工所を視察

七
月
二
十
五
日
、
韓
国
の
江
原

道
か
ら
県
食
品
研
究
加
工
所
に
研

修
生
と
し
て
来
日
し
て
い
る
孔
さ

ん
が
水
工
場
と
農
産
物
加
工
所
を

視
察
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
加
工
技
術
を
学
び
、
韓

国
で
新
た
を
製
品
を
造
ろ
う
と
意

欲
滴
々
の
孔
さ
ん
。
は
じ
め
に
水

工
場
で
、
製
造
工
程
な
ど
を
聞
い

た
あ
と
、
奥
大
山
の
水
を
試
飲
。

「
口
当
た
り
の
よ
い
水
で
す
ね
」

と
何
杯
も
お
か
わ
り
。

そ
の
あ
と
、
農
産
物
加
工
所
で

は
、
わ
さ
び
漬
け
に
つ
い
て
視
察
。

わ
さ
び
の
か
ら
み
の
出
し
方
な
ど
、

メ
モ
を
取
り
を
が
ら
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

6

▲熱心にメモを取る孔さん（左）、中央は通訳の金銀美さん



敏郎離幅闇虫

夏
の
風
物
詩
と
な
っ
た
土
曜

ふ
れ
あ
い
夜
市
　
（
町
商
工
会
主

催
）
　
が
七
月
卜
左
目
、
江
尾
の

本
町
通
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
役
場
職
H
労
働
組

合
　
（
森
凹
哲
也
委
最
長
）
　
も
参

加
。
綿
英
子
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
、
焼
鳥
な
ど
の
屋
台
を
出
店
。

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
汗
だ
く

だ
く
と
な
り
を
が
ら
綿
菓
子
な

ど
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

本
町
通
り
は
、
夏
の
幕
開
け

を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
を
雰
囲
気

で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

あ
い
に
く
、
次
の
過
は
天
候

の
影
響
も
あ
り
、
取
り
止
め
と

な
り
ま
し
た
が
、
ま
た
来
年
も

楽
し
い
催
し
を
計
画
す
る
よ
う

で
す
。

▲本町通りは、人ごみでいっぱい

夜
店
が
い
っ
ぱ
い

夕
涼
み
毒

楽しそうな園児たちと」たれたれと
「▲「ぼくにも、させてよ」

七
月
二
卜
六
日
、
子
供

の
国
保
育
園
の
恒
例
の
夕

涼
み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
の
庭
園
に
机
を

並
べ
て
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

を
食
べ
た
あ
と
、
金
魚
す

く

い

、

ア

イ

ス

ク

リ

ー

ム

、

ク
レ
ー
プ
な
ど
の
夜
店
が

す
ら
り
と
並
び
ま
し
た
。

こ
の
夜
店
を
出
店
し

た
の
は
役
場
職
員
労
働

組
合
の
皆
さ
ん
で
、
子

供
た
ち
に
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
企
画
し
　
予
供

た
ち
は
、
夏
の
夜
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
J

県
下
ト
ッ
プ

投
票
率
8
3
％
こ
え
る

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
終
る

七
日
二
十
三
日
、
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票

が
行
わ
れ
、
即
日
、
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
的
に
は
過
去
最
低

の
投
票
率
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
な
か
で
鳥
取
県

は
第
一
位
と
な
り
、
更
に

江
府
町
は
県
下
ト
ッ
プ
の

甲
1
3
％
の
投
票
率
で
し
た
し

各
候
補
者
な
ど
の
得
票

は
次
の
と
お
り
で
す
。

選
挙
区
投
票
総
数
　
二
、
九
七
六

有
効
投
票
二
、
九
二
五

無
効
投
票
　
　
　
正
一

候
補
者
の
得
票
数

吉
山
達
男
　
　
九
五
〇

二
む
ら
勝
洋
　
　
五
八

常
出
た
か
よ
L
L
ハ
四
〇

小
野
ヤ
ス
シ
一
、
二
七
七

比
例
区
有
効
投
票
一
「
七
九
四

無
効
投
票
　
一
八
二

政
党
等
の
得
票
数

平
和
・
市
民
　
　
　
　
▲
九

ス
ポ
ー
ツ
平
和
党
　
四
九

憲
法
み
ど
り
農
の
連
帯
囲

青
年
自
由
党
　
　
　
　
五

み
ど
り
と
い
の
ち
の
市
民

農
民
連
合
　
　
　
　
　
六

さ
わ
や
か
新
党
　
一
六

国
民
党
　
　
　
　
　
一
〇

新
覚
さ
き
が
け
　
　
三
一

自
由
民
主
党
一
〇
〇
六

平
成
維
新
の
会
　
　
　
三

第

▲

一

院

ク

ラ

ブ

　

一

九

新
進
覚
　
　
　
　
七
五
六

全
日
本
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
七

新
自
由
党
　
　
　
　
二
八

日
本
共
産
党
　
　
　
七
一

世
界
浄
霊
会
　
　
　
一

日
本
社
会
党
　
　
七
三
四

新
し
い
時
代
を
つ
く
る
党
　
四

日
本
世
直
し
党
　
　
　
六

「
開
日
生
論
」
の
U
r
O
の
党
七

教
育
覚

日
本
福
祉
党

7



第47回山陰少年ソフトテニス
平成7年7月24日　小学校の部

27日　中学校の部
選手権大会

第
四
十
ヒ
回
山
陰
少
年

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
が
小
学
生
の
部
は
ヒ
月

二
十
四
日
　
へ
月
）
、
中
学

生
の
部
は
七
月
▲
一
卜
七
日

（
木
）
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
で
は
山
陰

各
地
か
ら
、
百
八
卜
▲
一
．
チ

ー
ム
　
（
小
学
校
の
部
八
卜

六
チ
ー
ム
、
中
学
校
の
部

九
十
七
チ
ー
ム
）
　
三
百
六

十
六
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
夏
の
陽
差
し
が
降
り
注

ぐ
中
、
選
手
は
元
気
い
っ

ぱ
い
プ
レ
ー
し
、
観
客
か

ら
声
援
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

■．　　　＿

▲集中しています

夏
の
陽
差
し
に
負
け
な
い

テ
ニ
ス
ボ
ー
イ
ズ

励

↓
中
学
生
の
フ
ァ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
、
迫
力
あ
り
ま
す

▲力強いフォアハンド

11一．や

小学校の部
く男子の部〉

優　勝／鳥取県江府町立米沢小学校

川　上・中　尾　組

準優勝／島根県出雲J．S．T．
鎌　出・闇　藤　組

第封立／鳥取県溝「刑‘立日光小学校

兼　旧・河　村　組

第3位／鳥取県江府町立俣野小学校
藤　原・加　藤　粗

く女子の部〉

優　勝／鳥取県日野町卍圭坂小学校

生　Hl・梅　林　組

準優勝／鳥取県日野町立黒坂小学校
安　達・谷　f」　組

第3位／鳥取県日野町立根雨小学校

伊　田・佐々木　組

第3位／鳥取県日野町立黒坂小学校
長谷部・牧　川　組

結　果
中学校の部

く男子の部〉

優　勝／島根県横仰丁立横H中学校

伊　東・番　場　組

準優勝／鳥取県江府町立江府中学校
大　谷・各　務　組

第飾付／鳥取県日野町立刃野中学校
本　山・高　橋　組

第封在／島根県横即町擁紺仲学校

足　立・安　部　組

く女子の部〉

優　勝／鳥取県日南町立‖幸沖学校

高　橋・山　中　組
準優勝／鳥取県日南町」円価中学校

西　村・笹　野　組

第3位／鳥取県日野町立日野中学校
村　上・出　辺　組

第3位／鳥取県日野町立日野中学校

長谷部・牧　田　組

▼ナイスボレー．／

，一二，

－∧ト，∧　　　　　　≠▲

▲やった－

（8）



鳥
取
－
韓
国
を
八
日
間

ほ
と
ん
ど
船
で
生
活

七
月
十
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の

八
日
間
、
鳥
取
県
洋
上
国
際
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
の
中
学
生
か
ら

青
年
ま
で
を
団
員
と
し
て
、
韓
国

と
の
交
流
、
ま
た
八
日
間
の
は
と

本
場
の
キ
ム
チ
に
び
っ
く
り

唐
辛
子
が
丸
々
一
本

▲三輪君（左）と川上君（右）

ん
ど
を
船
の
中
で
団
体
生
活
す
る

こ
と
に
よ
り
、
協
調
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
中
学
生
二
人
、

高
校
生
二
人
、
青
年
一
人
の
計
五

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
、
中
学
生
、
二
輪

貴
志
君
と
川
上
哲
平
君
に
今
回
の

鳥
取
県
洋
上
国
際
セ
ミ
ナ
ー
に
つ

い
て
、
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

－
三
輪
貴
志
君
－

韓
国
の
第
一
印
象
は
、
風
景
が

日
本
と
よ
く
似
て
て
、
人
が
明
る

く
て
活
発
で
し
た
。
そ
れ
と
バ
ス

が
速
か
っ
た
。

び
っ
く
り
し
た
こ
と
は
、
キ
ム

チ
が
辛
か
っ
た
こ
と
、
唐
辛
子
が

丸
々
一
本
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
と
名
字
で
金
（
キ
ム
）
　
さ
ん
が

多
い
こ
と
で
す
。

韓
国
の
中
学
生
と
の
交
流
で
は

英
語
と
漢
字
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
し
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
楽
し
い
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん

の
友
達
が
韓
国
と
県
内
に
で
き
ま

し
た
。
と
て
も
い
い
研
修
旅
行
だ
っ
た

の
で
み
な
さ
ん
も
機
会
が
あ
っ
た

ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
心
に

残
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

1
川
上
哲
平
君
－

韓
国
の
風
景
は
、
日
本
と
あ
ま

り
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
山

は
岩
が
多
く
木
が
少
な
か
っ
た
で

す
。初
め
に
驚
い
た
こ
と
は
、
車
が

日
本
と
反
対
で
右
側
通
行
だ
っ
た

こ
と
で
す
。
そ
れ
と
、
毎
回
キ
ム

チ
が
食
事
に
出
た
こ
と
で
す
。

韓
国
で
の
交
流
で
は
、
積
極
的

を
人
が
多
く
楽
し
く
交
流
で
き
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
、
楽
し
い
こ
と
が
体

験
で
き
、
思
い
出
し
て
い
る
と
、

キ
リ
が
を
い
く
ら
い
で
す
。

二
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、

思
い
出
が
多
い
ら
し
く
、
次
か
ら

次
へ
と
話
が
出
て
き
ま
し
た
。

ま
た
話
を
す
る
二
人
の
顔
を
見

て
い
る
と
嬉
し
さ
と
楽
し
さ
が
入

り
交
じ
っ
た
よ
う
を
微
笑
み
が
、

印
象
的
で
し
た
。

韓
国
と
、
二
つ
の
船
の
中
で
大

き
な
友
情
の
輪
が
広
が
っ
た
よ
う

で
し
た
。

ト
こ
の
船
で
韓
国
に
行
き
ま
し
た▲行程図

（9）


